
　6月定例会では、6月14日から18日にかけて21人の議員が一般質問を行いました。紙面の都合により、1人1問の質問とหの要旨
を介します。
　なお、一般質問の模様は、太田市議会ホームページ「インターωット中継」からご覧いただくことができます。
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議　員　本市に移住した場合の金મ
的なメリットについて伺います。
企画部長　౦ݍژからの移住者に
は、移住支援金制度を設けており、୯
で60万円、世帯で100万円、18歳
ະ満の人がいる場合は1人100万円
が3人まで加算され、最大で400万円
の支援を受けることができます。また令
和5年度からは、まちなか住取得支
援金制度を開始し、ډ住༠導区域に住
を取得した場合には、移住支援金の
他に10万円、18歳ະ満の人がいる場
合には、20万円が加算され、30万円
の支援金を受け取ることができます。
議　員　道の駅おおたや尾ౡ庁ࣷか
ら̟ Ｒݪ駅までのແྉバスの運行
や、మ道会社と協力して特急りょうもう
号を安く利用できる制度など、౦ݍژ
への通勤をサポートする取り組みも有
効と考えますが、所見を伺います。
企画部長　現在、通勤補助制度はあ
りませんが、۽谷駅までの路線バスや
౦武మ道のりょうもう号を利用すること

議　員　Τアリスホール前の道路、市
道1級42号線の過去5年間の木本
数と、街路थによる事故件数について
伺います。
行政事業部長　木本数は、令和元
年度から5年度までの5年間で13本で
した。また、事故件数は1件で、ഛঈ金
額は14万9,661円でした。
議　員　大きく成長したケϠキの住民
への影響について伺います。
行政事業部長　3年度に陳情書が提
出され、െ採9本、基本Ⴉ

せ ん て い

定28本を実
施しました。その後、要望などはないこ
とから、現状では問題ないと考えます。
議　員　ケϠキが成長し、෩などに
よる木のة険性もあるかと思います
が、低木化の予定について伺います。
行政事業部長　木のة険性を減ら
すため、継続的にႩ定やパトϩールを
行っていきたいと考えます。
議　員　ケϠキฒ木の歩道では、根
がுり出して歩きにくい状況になって
いますが、街路थ管理について所見を

議　員　認知サポーターの役割と
課題について伺います。
健康医療部長　認知になっても安
心して暮らせるまちづくりを目指し、認
知を正しく理解し、本人とそのご家
の応援者になっていただくもので
す。養成講࠲を受講することで認定さ
れるもので、昨年度は11回開催し、約
440人に受講いただきました。新規サ
ポーターを養成するとともに、サポー
ターが地域で活躍できるよう、さらなる
ステップアップにつなげることが課題と
なっています。
議　員　地域で暮らす認知の人や
その家の支援ニーζと認知サ
ポーターの活動を結びつける、チーム
オレンジの取り組みが始まっています
が、本市におけるチームオレンジの立ち
上げについて所見を伺います。
健康医療部長　本市での実績はあり
ませんが、今後も新たなサポーターの
養成と、それに続くステップアップ講࠲
の開催を継続しながら、チームオレンジ

で、౦ݍژへの通勤が可能であること
を積ۃ的にＰＲしていきたいと考えま
す。また、議員より提案のあったݪ駅
へのバスの運行については、さらなる
移住の後ԡしになると考えますので、
今後研究していきたいと思います。
議　員　移住・定住者を増やすため
の取り組みについて、市長の所見を伺
います。
市　長　本市には、᷂ ̨̪ ̗̖ Ｒ̪ や関
連企業など就業しやすい環境があり、
転入過をҡ持しています。行政として
は、ιフト事業をできるだけ多く提供す
ることで、太田市のイメージを高め、将
来的に本市の価が若者たちにも認
知されるようにしていきたいと考えます。

伺います。
都市政策部長　ة険Օ所は関連部署
と協議しながら、補मなどの対応をし
ていきたいと考えています。
議　員　歩道のѱ化や木のة険性
があることから、街路थの改善が必要
と考えますが、市長の所見を伺います。
市　長　当時は景観の良いケϠキฒ
木にしようと植थされたものだと思いま
すが、大きく成長し支োが生じている
状況です。全てをെ採やെ根すること
は困難であり、人家の付近などة険な
場所から順次െ採やെ根を検討する
必要があると考えます。

■その他の質問
・市有施設のࡶの理について

の立ち上げを目指していきたいと考え
ます。
議　員　チームオレンジの立ち上げに
ついて、市長の所見を伺います。
市　長　認知高齢者を社会全体で
どのように支えていくのかは、非常に大
きな問題になっていくと思います。その
中で、認知サポーターが力を発شす
る時代をܴえると考えますが、現状で
は認知サポーターの活動が知られ
ていないことから、今後認知サポー
ターの役割や活動を顕在化させていく
ことが行政の役割であると思います。

■その他の質問
・ແྉ学श支援にΑΔʮ教育֨ࠩʯの
ղফについて
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議　員　食を継続している学校が
何校あるか、また子どもたちの心に
与える影響について伺います。
教育部長　現在、食を実施している
学校はありません。また、食により食
べることに集中することで時間的なΏ
とりができ、よくかんでຯわって食べる
ことができていたと考えます。
議　員　ґવとして、給食中は話しに
くいと感じている児ಐ生ెがいます。先
日、給食の様子を見学した際には、横
や後ろを向いて話す姿が見られ、ࢲが
行ったアンケートでも、多くの子どもた
ちが൝で給食を食べることを望んでい
ますが、対面式給食の推進について所
見を伺います。
教育部長　࠲席の配置は各学校によ
り異なりますが、給食時には会話でき
る環境になっていると考えます。
議　員　֩家化が進む中で、給食
の時間は非常に重要と考えますが、給
食に対する意見や感想の収集と給食運
営への反映について、所見を伺います。

教育部長　各学校で担任やӫ養士が
児ಐ生ెの思いをよくௌき、食に関す
る会話や交流が図れるよう、興ຯ関心
を高める食育指導を行っていきたいと
考えます。

議　員　学校給食に子どもたちの意
見を積ۃ的に取り入れることについ
て、教育長の所見を伺います。
教育長　限られた給食時間の中で、児
ಐ生ెの発ୡ段階に応じて、まずは給
食をຯわい、しっかりと食べることが大切
だと考えます。子どもたちから意見が出
たときには、話をよくௌき、理解を得なが
ら進めるよう伝えていきたいと思います。
■その他の質問
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